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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年4月9日(2015.4.9)

【公開番号】特開2013-257477(P2013-257477A)
【公開日】平成25年12月26日(2013.12.26)
【年通号数】公開・登録公報2013-069
【出願番号】特願2012-134373(P2012-134373)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/10     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/70     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/30     　　　Ｋ
   Ｇ０９Ｇ    5/10     　　　Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｑ
   Ｇ０９Ｇ    3/34     　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ    5/70     　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ    5/66     １０２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月19日(2015.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　ガンマ変換部２６は、線形なガンマ特性を有する画像信号Ｓｐ２５を、ＥＬ表示部１３
の特性に対応した非線形なガンマ特性を有する画像信号Ｓｐ１に変換するものである。こ
のガンマ変換部２６は、ガンマ変換部２１と同様に、例えばルックアップテーブルを有し
ており、このルックアップテーブルを用いてこのようなガンマ変換を行うようになってい
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
（全体動作概要）
　まず、図１などを参照して、表示装置１の全体動作概要を説明する。入力部１１は、外
部機器から供給された画像信号に基づいて画像信号Ｓｐ０を生成する。ガンマ変換部２１
は、入力された画像信号Ｓｐ０を、線形なガンマ特性を有する画像信号Ｓｐ２１に変換す
る。ピーク輝度伸長部２２は、画像信号Ｓｐ２１に含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの
ピーク輝度を伸長することにより画像信号Ｓｐ２２を生成する。色域変換部２３は、画像
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信号Ｓｐ２２により表現される色域および色温度を、ＥＬ表示部１３の色域および色温度
に変換することにより、画像信号Ｓｐ２３を生成する。ＲＧＢＷ変換部２４は、ＲＧＢ信
号である画像信号Ｓｐ２３に基づいて、ＲＧＢＷ信号を生成し、画像信号Ｓｐ２４として
出力する。オーバーフロー補正部２５は、画像信号Ｓｐ２４に含まれる輝度情報ＩＲ２，
ＩＧ２，ＩＢ２が、所定の輝度レベルを超えないように補正を行い、画像信号Ｓｐ２５と
して出力する。ガンマ変換部２６は、線形なガンマ特性を有する画像信号Ｓｐ２５を、Ｅ
Ｌ表示部１３の特性に対応した非線形なガンマ特性を有する画像信号Ｓｐ１に変換する。
表示制御部１２は、画像信号Ｓｐ１に基づいて、ＥＬ表示部１３での表示動作を制御する
。ＥＬ表示部１３は、表示制御部１２による制御に基づいて表示動作を行う。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　また、ゲイン算出部４３のＧbase算出部９７は、平均輝度レベルＡＰＬに基づいてパラ
メータＧbaseを算出する。このパラメータＧbaseは、フレーム画像の平均輝度レベルＡＰ
Ｌが高い（明るい）ほど小さく、平均輝度レベルＡＰＬが低い（暗い）ほど大きいもので
ある。Ｇbase算出部９７は、平均輝度レベル取得部４２から供給されたフレーム画像ごと
の平均輝度レベルＡＰＬに基づいて、このパラメータＧbaseを求める。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　次に、スケーリング部９５は、マップＭＡＰ２に基づいて、補間処理により画素情報Ｐ
単位のマップに拡大スケーリングし、マップＭＡＰ３（図１１（Ｂ））を生成する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　図１５は、表示画面の一例を表すものである。この例では、夜空に満月Ｙ１、および複
数の星Ｙ２がある画像を表示している。仮に、ゲイン算出部４３が、パラメータＧareaを
用いずにゲインＧupを算出する場合には、ピーク輝度伸長部２２は、この例では、この満
月Ｙ１を構成する輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢと、星Ｙ２を構成する輝度情報ＩＲ，ＩＧ，
ＩＢの両方に対してピーク輝度を伸長する。しかしながら、観察者は、表示面積の大きい
満月Ｙ１についてはより輝きを増したと感じる一方、星Ｙ２については、それらの面積が
小さいため、その効果を感じにくいおそれがある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
（オーバーフロー補正部２５）
　次に、オーバーフロー補正部２５におけるオーバーフロー補正について詳細に説明する
。オーバーフロー補正部２５では、ゲイン算出部５１Ｒ，５１Ｇ，５１Ｂは、輝度情報Ｉ
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Ｒ２，ＩＧ２，ＩＢ２が所定の最大輝度レベルを超えないようなゲインＧＲof，ＧＧof，
ＧＢofをそれぞれ求め、増幅部５２Ｒ，５２Ｇ，５２Ｂは、輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，Ｉ
Ｂ２にこのゲインＧＲof，ＧＧof，ＧＢofをそれぞれ乗算する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　このように、オーバーフロー補正部２５は、輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２が所定の
輝度レベルＩmaxを超えないように補正を行っている。これにより、画像が乱れるおそれ
を低減することができる。すなわち、表示装置１では、ＲＧＢＷ変換部２４がＲＧＢＷ変
換を行うことにより輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２，ＩＷ２を生成し、ＥＬ表示部１３
はこれらに基づいて表示を行う。その際、ＲＧＢＷ変換部２４が、ＥＬ表示部１３が表示
出来ないような過大な輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２を生成するおそれがある。このよ
うな過大な輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２，ＩＢ２に基づいてＥＬ表示部１３が表示を行った場
合には、輝度が高い部分を適切に表示することができないため、画像が乱れるおそれがあ
る。一方、表示装置１では、オーバーフロー補正部２５を設け、輝度情報ＩＲ２，ＩＧ２
，ＩＢ２が、輝度レベルＩmaxを超えないように補正を行うようにしたので、このように
画像が乱れるおそれを低減することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　図２７は、表示装置４の一構成例を表すものである。表示装置４は、ＥＬ表示部１３Ａ
と、表示制御部１２Ａと、画像処理部８０とを備えている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　画像処理部８０は、図２７に示したように、ガンマ変換部２１と、ピーク輝度伸長部８
２と、色域変換部２３と、ガンマ変換部２６を有するものである。すなわち、画像処理部
８０は、上記第１の実施の形態に係る画像処理部２０（図１）において、ピーク輝度伸長
部２２をピーク輝度伸長部８２に置き換えるとともに、ＲＧＢＷ変換部２４およびオーバ
ーフロー補正部２５を省いたものである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　図２９は、ピーク輝度伸長部８２の一構成例を表すものである。ピーク輝度伸長部８２
は、乗算部８１を有している。乗算部８１は、画像信号Ｓｐ２１に含まれる輝度情報ＩＲ
，ＩＧ，ＩＢに対して、共通の１以下のゲインＧpre（例えば０．８など）を乗算し、画
像信号Ｓｐ８１を生成するものである。明度取得部４１、平均輝度レベル４２、ゲイン算
出部４３、および乗算部４４は、上記第１の実施の形態の場合と同様に、この画像信号Ｓ
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ｐ８１に含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢのピーク輝度を伸長するようになっている。
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